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会 議 の 議 題 

（１） 市民と市との協働事業に関する調査結果について 

（２） 市の包括連携協定の締結状況について 

（３） 今後の「協働のまちづくり推進隊」について 

会 議 の 公 開 又 は 

非 公 開 の 別 
公開・非公開 
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事 務 局 市民活動推進部協働推進課 星野課長、松島副課長、桑澤主任 

議事の確定 
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記 名 押 印 座長 木村 学 ○印 
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 議 事 

（１） 市民と市との協働事業に関する調査結果について 

 

 資料説明 

 

 これまでの協働の取り組みがたくさんありますが、お気づきになった点や意見

がございましたらお願いします。 

 

 新規に増えたもので特徴的なものはありますか。 

 

 包括連携協定を令和４年度に武州ガス様と東京ガス様、令和５年度にあいおい

ニッセイ同和損保株式会社様と締結させていただき、来月には株式会社オリエン

トコーポレーション様との締結を予定しています。 

 新しい協定先としてガス会社様とは環境課のエコラボフェスタへの事業協力、

あいおいニッセイ様は経営戦略室のSDGｓ研修の講師派遣、また障がい福祉課のユ

ニバーサルマナー研修の講師派遣やふれあい広場という事業にご参加をいただい

ております。新たな協定先との連携が増えてきている状況です。 

 

ありがとうございます。意見が他にないようなので、「（２）市の包括連携協

定の締結状況について」にいきましょう。 

 

 議 事 

（２） 市の包括連携協定の締結状況について 

 

資料説明 

 

 皆様、なにかお気づきの点やご意見等いかがでしょうか。 

 

意見なし 

 

議 事 

（３） 今後の協働のまちづくり推進隊について 

 

それでは「（３）今後の協働のまちづくり推進隊について」、改めてこの我々

のまちづくり推進隊の役割について事務局から説明をお願いします。 

 

協働のまちづくり推進隊の経緯及び役割について説明 

 

私たちも１０年以上やっております。私たちの推進隊という組織を今後どうし

ていくか、どんなことをやるのか、この時代の中で役割を終えたと考えることも

できるのかもしれません。いろいろな所属の方が集まっておられるので、このふ

じみ野のまちづくりに対してどんなふうに総括してアドバイスやコメントができ
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るのか。どうぞ自由にご意見いただければと思います。 

 

 商工会という立場からとなりますが、合併して、上福岡と大井一緒にやってい

こうという意識をしてやってきました。この組織ができた時も合併を意識してい

たのかなとはなんとなく思います。経済面の事業所の感覚として、線路で行き来

し難いという物理的なことを除けば、ここ最近は、かなり意識が発展したように

思います。あとは、かなり市役所の中でも協働で進めていくという意識は高いと

思いますので、こういったところで話し合いを持たなくても、もう一人歩きがで

きるような状態になっていると感じています。 

 

 今、商工会の立場からは、十分この地域の市民主体の取り組みが根付いてきた

のではないかという発言をいただきましたが、いかがでしょうか。 

 

 自治組織では、合併してもそのまま、徐々に改善されていると思いますが、地

域の歴史があります。いずれはやらなければなりません。 

 協働事業で何年も同じ課題があげられているのは、いかがなものでしょうか。

どう改善していけばいいのかということをやっていただけるといいと思います。 

 

 我々は、推進隊という立場で、各事業の内容についてその良し悪しを評価する

ような立場ではありませんけれど、この５年、１０年の中で市役所の実績、そし

て市民の方の意識が醸成されたという「まちづくり推進」に関する全体的な中間

報告のようなものがまとめられると私たちの取り組みが見える形になるのかなと

今思っています。どうでしょうか。 

 

過去を知っている職員が異動となって、５年以上前の遡りについては、全体的

な評価として整えられるかという不安はありますが、これまでの資料と委員の皆

様と一緒に振り返り、可視化するというのはよい案だと思います。 

 

「協働のまちづくり推進指針‐早わかり版‐」で指針自体は変えるものではな

いので、この指針に基づいてどう取り組んできたかという補足情報としてあゆみ

を１枚挟めればと思います。 

 

地域協働学校というコミュニティスクールについて、全国に半分くらい設置さ

れている中、本当のところは皆さんにほどんど理解されていないです。学校運営

協議会を設置し会議しているだけで、地域をよりよくしようというところまで進

んでいるところはすごく少ないです。オンラインの埼玉県内の地域協働学校の

フォーラムに三角小学校が事例発表します。意外とふじみ野市が進んでいると言

われています。 

この調査結果の資料の中で子ども向けのものが少ないように思います。可能な

らこの推進隊に子どもも入って話し合いたいくらいです。子どもがなんでも発言

でき、大人がよろこんで叶えようとできるまちづくりがよいと思います。ここに

住みたいと思ってもらえるまちづくりがしたいです。そんなことが実現できる内

容が増えたらうれしいです。 
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子どもたちからみたまちづくりというのもいいと思います。 

過去のあゆみに加えて、最近の話題として協働事業の現在のふじみ野市の特徴を

載せるなどしてまとめるのはどうでしょうか。 

 仕事は増え続けていくので、どこかで役割を終えたものはクローズするという

決断をするのも私たちの役目かと思います。また、今後も続けていくべきだとい

う意見もあるかもしれません。 

 

 今年度、これまでのあゆみを可視化することを含め、来年度以降の方向性もこ

ういった発展的な形で進めていけたらよいでしょうというものを、３月までにも

う一度お集まりいただき、議論を詰めるというのはいかがでしょうか。 

 

 今までの意見を踏まえて、欠席されている委員もいらっしゃるので、もう一度

今年度中にお集まりいただいて議論を詰めるということでよろしいでしょうか。 

 

一同承諾 

 

ありがとうございます。今後の協働のまちづくり推進隊の在り方については、

今後のことを見据えて、クローズするこということも含めて、これまでのあゆ

み、そして現状の協働のまちづくりの事業の情報を市民の方に見せるといった役

目について、もう一度会議を開催して委員の皆様からご意見をいただければと思

います。 

皆様スムーズな会議の進行にご協力いただき、ありがとうございました。 

 

 

 

 


